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沖縄県マルチメディアアイランド構想について

県企画開発部マルチメディア推進室

イ!作椴
1 .構想、の概要

2 .進捗の状況

3 .我が国の状況 (i平成 11年度通信白書」より)

4 .今後の展望
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7.推進体制
iUIの直・学・行æt ・住民がー体となり*~・戦略を示すとともに、具体的な..化軍事

に大きな彫'カ ・決定カを符ち総合的にプロヂaースを行う纏めて強カな後巡体制 rFR 

OM沖縄~道線網 (Fron!lcr Rcgion or Mulllmcdil Okinawl lnitiative) Jを創段する.
相E巡線網の役割l立以下の 3点.

1) .，学.行政.住民が一体となり検討を深め諸国とした愈志と明確な戦略をtl示.
2 )地繊の愈怠と峨略のもと国・自治体・民間管に働きかけ予算化や投資を促進.

3 )県内情線通信重集をリードし、調査・~.の段階からビジネスチャンスを.81JW.

沖縄県マルチメディアアイランド構想

1 .基本的な考え方

沖縄県においては、 沖縄経済の自立化と麗集復興の~巡等に取り組んでいる.

とりわけ、距般的な不利性を克服でき、かっ、今後のリーディング麗.と考えられる情

報通信重集を中緒的..として位置付け温泉の復興と集積を図っている.

このような状況を筒まえ、沖縄が日本におけるマルチメディアにおけるフロンティア地

織となることを目指し、「沖縄県マルチメディアアイランド織怨」を策定・娘道Sする.

8 .先導的プロジェクト
機怨を娘道する原動カを形成するとともに、次のステップヘ踏み出すエネルギーを発生

・供給するため、短期に実絡すべき先導プロジェクトを選定し、箸実に実ftする.

2 .達成目棟
本m忽のIH.は以下の3点である.
1 )沖拠における情線通信重集の復興・集積による自立的な経済発展

2)高度情鰻;a1'1 t主術を活用した特色ある治績復興の道機
3 )アジア・太平洋地峨における情報通信分野のハプ線総を過した国際費献

3.具体的数値
目槻を明確化するため、情事E通信麗集における雇用発生 r2 0 1 0年:2. 4 5万人」

を具体的な到遠目織の目安として取りよげる.
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i 4.重点分野
1 ) t両銀サービス ・・・・・・・コールセンターiU慢など
2 )コンテンツ創作・・ ・・・・エンターティメント麗黛など

3 )ソフトウェア開発・ .. . .01 S..など 品
川
山5.構想を構成する 4本柱

問綿怨は以下の4つの往で織成されている.

1 )情線通信..の集積 (県内企集の育成、圏内外の企業続窓、集積支!I}) 

2 )筏術・人材の集積 (人材育成、研究開宛)

3 )先進的アプリケーションの集積(県民生活の肉よ、地調a産調Eの復興)
4) t.線通信~鐙の集積 (地域情報通信ネット、次世代情報通信ネット)

6.麗葉集積戦略
1 )第 1段階:集積の中級形成→情報サービス(コールセンター分野からスタート)

①袈件:通信~!Ii、.股Ii側、要員i1保

②..:通信コストの低減化、.R段備の!I錦、人事才育成・要員確保
2 )第2段階:満度化4 コンテンツ創作(エンターティメント分野からスタート)

①要件:人相集積、.段段。官

②施策:人材育成(コンテンツ制作の支!I)， .&212.の!I備
3 )郷3段階:ハイテク化→ソフトウエア開発 (01S分野からスタート)

①要件:人事t集積
②..:人材育成(研究開発の支銀)
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先導的プロジヱクト
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コールセンター産業と県内の他の産業との関連

県内の他の産業、とりわけ流通販売や製造加工等の活性化を考えた場合、「情報」

「物Jr金」の循環を産み出すことが重要であろう。

コールセンター産業は県内産業の総合的な顧客窓口として各種情報を流通させる

要となりうるものであり、県内の他の産業への波及効果も大きいと考えられる

顧客(マーケット)
①日本圏内、②アジア、③環太平洋、③米国等

提供企業等 (/'¥ートヂ二一)

①日本国内、②アジア、③環太平洋、④米国、⑤県内等
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